
 

大銀杏と大石段 

  

本殿につながる大石段は 12 世紀に作られたもので、一番上からは鎌倉市と海の素晴らしい眺

めが見渡せます。この石段の横には、樹齢が 1,000 年を超えると推定されていた「大銀杏」と

いう名称で親しまれた大きな銀杏の木が、最近まで立っていました。この銀杏には、ゆかりの

あるよく知られた歴史的イベントがたくさんあります。中でも特にも大きなものとして、源実

朝（1192–1219）が弑された出来事が挙げられます。 

  

実朝は、鎌倉幕府（武士主導の政権、1185–1333）の 3 代将軍で、幕府と鶴岡八幡宮の両方

の生みの親である源頼朝（1147–1199）の息子でした。1219 年 2 月、雪が降る夜に、実朝は

この石段で、またはこの石段の近くで、甥の公暁（1200–1219）に弑されました。公暁は速

やかに取り押さえられ、処刑されました。しかしその結果、源氏の家系は途絶えました。後世

にこの暗殺が伝えられた際、暗殺した公暁は「大きな銀杏の木」の背後に隠れていたと言及さ

れました。このバージョンは人々の想像力の中に生き続け、多くの歌舞伎の演目やその他の演

劇の着想の源泉となりました。 

  

この有名な「大銀杏」は、2010 年 3 月に倒伏ましたが、もともとあった木の根の 1 つから新

たに芽が生えてきました。そのうち 1 本は健康に育って若木となりました。今後の鶴岡八幡宮

の新たなシンボルになることでしょう。倒伏した大銀杏の切り株は保存されており、また幹の

一部も保存されて今では境内にある鎌倉文華館 鶴岡ミュージアムのカフェで展示されていま

す。 

 


